
2019

August
8

福岡県須恵町議会だより Vol.212
［発行］福岡県須恵町議会　［所在地］ 〒811-2193 福岡県糟屋郡須恵町大字須恵771番地

［TEL］092-932-1151（内線 411 議会事務局）　［FAX］092-933-6579

［印刷・製本］株式会社三光

　
議
員
改
選
で
、
５
人
の
新
人
が

当
選
し
、
新
体
制
で
の
６
月
議
会

と
な
り
ま
し
た
。

　
広
報
特
別
委
員
会
に
お
い
て
は
、 

議
長
と
２
人
の
委
員
が
入
れ
替
わ

り
、
新
メ
ン
バ
ー
で
の
編
集
活
動

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
議
会
広
報
で
は
、
議
会
の
審
議

内
容
や
一
般
質
問
な
ど
の
報
告
、

過
去
の
一
般
質
問
の
追
跡
記
事
な

ど
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
か
ら
は
新
企
画
と
し
て
、

ス
ポ
ー
ツ
団
体
・
文
化
団
体
を
と
り

あ
げ
た「
か
た
ら
ん
ね
〜
」
や
、
須

恵
町
で
活
動
し
て
い
る
各
種
団
体

と
の
対
談
の
コ
ー
ナ
ー
で
、
町
民

の
方
々
と
取
材
を
通
し
て
触
れ

合
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
楽
し
み
に
読
ん
で

い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
見
や
す
く
・

わ
か
り
や
す
い
紙
面
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

 

今
村 

桂
子

編

集

後

記

発行責任者

広報特別委員会

議　　長：松山　力弥

委 員 長：田ノ上　真

副委員長：今村　桂子

委　　員：三⻆　栄重

委　　員：稲永　辰己

　新企画の1回目は、水泳協会を取材しました。

　部員47人で、所属のスポーツクラブや粕屋ドーム

などで、個々に練習をしています。

　郡民スポーツ大会（7月）、県民スポーツ大会（8月）、

スイムカーニバル（12月）などに出場し、個人の部（年

齢別、5歳刻み）では多くの方々が優勝などの好成績

を挙げています。

小学校３校で水泳指導
　先生方への指導(水泳の教え方)を依頼された事を

きっかけに、平成21年から第２小学校・平成24年か

ら３つの小学校の児童への指導を開始し、水難事故

の予防・水泳人口の拡大に取り組んでいます。

　小学校３校対抗試合なども行っていますが、昨年度

と今年度は熱中症や水温の影響で中止となりました。

　気候や季節に影響されないプールで、対抗試合な

どができればと思っています。

町民の皆様、かたらんね～
　昨年から、郡民スポーツ大会の申込書を６月上旬

までアザレアホールに設置しています。

　11月上旬には、スイムカーニバルの申込書も設置

します。

　皆様の参加を待っています。

　（糟屋郡水泳協会のホームページもご覧ください。）

議会広報を読んで
●写真が多くて、見やすいです。

●町民が登場する記事など、興味深く読んでいます。

●  町報誌や、他の団体の情報誌などと一緒に入って

くるので、バラバラになって、他の冊子と混ざっ

て手元に届く事があります。

　などのご意見をいただきました。今後の編集に、

役立てます。

　取材させていただいた皆様が、議会広報を読んで

いただいているとお聞きし、大変うれしかったです。

須恵町水泳協会第1回

須恵町のスポーツ団体・
文化団体を紹介します。
みなさんも一緒に
やってみませんか？

8月18日（日）

県営筑豊緑地プールで行われる

県民スポーツ大会での応援、

よろしくお願いします。

お忙しいところ、

快く取材にご協力いただき、

ありがとうございました！
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令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

２
億
２
３
６
６
万
円
を
増
額

総
額
　
91
億
８
３
６
６
万
円

専
決

（
賛
成
多
数
で
承
認
）

国
庫
補
助
プ
レ
ミ
ア
ム
付

商
品
券
事
業

事
業
の
目
的

消
費
税
率
引
き
上
げ
に
よ
る

● 
低
所
得
者
や
子
育
て
世
帯
の
消
費
に
与

え
る
影
響
の
緩
和

●
地
域
に
お
け
る
消
費
の
喚
起
、
下
支
え

事
業
の
内
容

● 

シ
ス
テ
ム
の
改
修
費
や
商
品
券
発
行
支

援
事
務
な
ど
を
国
が
全
額
補
助

● 

対
象
者
は
、
令
和
元
年
度
の
住
民
税
が

非
課
税
の
人
お
よ
び
子
育
て
世
帯
（
平

成
28

年
４
月
２
日
か
ら
令
和
元
年
９
月

30

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
子
ど
も
）

令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

２
０
５
５
万
円
を
増
額

総
額
　
92
億
４
２
１
万
円

幼
児
教
育
・
保
育
無
償
化
事
業

１
０
１
１
万
円
増
額

　
今
年
10

月
か
ら
始
ま
る
幼
児
教
育
・
保

育
無
償
化
の
実
施
に
向
け
た
、
シ
ス
テ
ム

改
修
業
務
委
託
料
な
ど
の
増
額
で
す
。

須
恵
中
央
駅
駅
舎
維
持
管
理
事
務

80
万
円
増
額

　
駐
輪
場
の
修
繕
料
や
週
に
一
度
の
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
自
転
車
置
場

整
理
業
務
委
託
料
の
増
額
で
す
。

駐
輪
の
指
導
に
つ
い
て
、
最
初

の
一
週
間
く
ら
い
は
、
２
人
体
制

で
毎
日
実
施
し
な
い
と
変
わ
ら
な
い
の
で

は
？

総
務
課
長

今
後
検
討
し
て
い
く
。

工
事
請
負
契
約
の
締
結

庁
舎
非
常
用
電
源
設
備
等

改
修
工
事

〇
請
負
金
　
１
億
６
９
２
万
円

〇
工
　
期
　
令
和
２
年
３
月
23

日
ま
で

　
災
害
時
の
停
電
に
お
い
て
も
、
非
常
用
電

源
で
３
日
間
は
電
気
を
使
用
で
き
る
よ
う
改

修
工
事
を
行
い
ま
す
。

工
事
請
負
契
約
の
締
結

須
恵
第
三
小
学
校
校
舎
外
壁
・
防
水
等

改
修
工
事
（
第
二
期
）

〇
請
負
金
　
８
４
４
５
万
円

〇
工
　
期
　
令
和
元
年
９
月
30

日
ま
で

賛成多数

可決

全員賛成

可決
賛成多数

可決

松山 力弥  議長

「災害に強い  町」へ

進
む
防
災
対
策

QA

　
今
ま
で
15
分
し
か
も
た

な
か
っ
た
か
ら
３
日
間
で

ひ
と
安
心
。

　
こ
れ
で
災
害
対
策
本
部
の
機
能
が
果
た

せ
る
ね
。

議員の
つぶやき

３
月
議
会
の
一
般
質
問
で

取
り
上
げ
ま
し
た

2須恵町議会だより№212　令和元年 8月 5日発行

6

月

定

例

会

一
般
質
問

対
談
︵
青
少
年
指
導
員
会
︶

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

議

会

あ

れ

こ

れ

6

月

定

例

会

「災害に強い  町」６月

定例会

令和元年第2回定例会は、6月7日から14日までの8日間で行われ、

審議の結果、提案された議案14件を原案のとおり可決・承認・同意しました。

※すべてのページにおいて金額は１万円未満を切り捨てています。

そ
の
他
の
補
正
予
算

　
平
成
30
年
度
　

専
決

◇
一
般
会
計

　 

１
億
４
５
０
３
万
円
を
増
額

　
総
額

　
88
億
４
７
４
４
万
円

（
賛
成
多
数
で
承
認
）

◇
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　
６
２
１
４
万
円
を
減
額

　
総
額

　
31
億
２
０
０
万
円

（
賛
成
多
数
で
承
認
）

◇
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

　
１
３
０
０
万
円
を
減
額

　
総
額

　
11
億
７
９
０
８
万
円

（
全
員
賛
成
で
承
認
）

　
令
和
元
年
度

◇
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

　
債
務
負
担
行
為
（
元
年
度
〜
３
年
度
）

　
資
産
評
価
整
理
業
務
委
託

　
１
９
０
０
万
円 

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

◇
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

　
債
務
負
担
行
為
（
元
年
度
〜
３
年
度
）

　
資
産
評
価
整
理
業
務
委
託

　
９
１
０
万
円 

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

そ の 他 の 採 決 結 果

須恵町税条例等の一部改正

（地方税法等の一部改正にともなうもので、ふるさと納税制度や住宅ローン減税の控除期間の見直しなど）
全員賛成で承認

須恵町国民健康保険税条例の一部改正

（地方税法施行令の一部改正にともなうもので、中低所得者の保険税負担の軽減を図る）
賛成多数で承認

須恵町総合計画策定条例の制定

（総合計画の基本的事項を明らかにするとともに、その策定手続きに関し、必要な事項を定めるための条例制定）
全員賛成で可決

須恵町災害弔慰金の支給に関する条例の一部改正

（災害弔慰金の支給等に関する法律施行令の一部改正にともなうもので、利率や償還方法の見直しなど）
全員賛成で可決

須恵第一ビスケットクラブにおける待機児童解消に関する陳情 継続審査

専決

専決

工
事
請
負
契
約
の
締
結

須
恵
町
防
災
行
政
無
線
整
備
工
事

○
請
負
金
　
３
億
８
１
１
５
万
円

○
工
期
　
令
和
２
年
３
月
６
日
ま
で

︵
全
員
賛
成
で
可
決
︶

令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

４
２
７
万
円
を
増
額

総
額
　
92
億
８
４
８
万
円

︵
全
員
賛
成
で
可
決
︶

　
継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た
、
陳
情

（
第
一
ビ
ス
ケ
ッ
ト
ク
ラ
ブ
の
待
機

児
童
解
消
）
に
つ
い
て
も
、
全
員
賛

成
で
採
択
し
ま
し
た
。

第
３
回

臨

時

会

令
和
元
年
７
月
２
日

　
最
終
本
会
議（
６
月
14

日
）
に
お
い
て
、

議
長
の
制
止
に
反
発
し
、
発
言
を
続
け
た

児
玉
議
員
に
対
し
、
発
言
停
止
を
求
め
る

動
議
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
動
議
は
、
全
員
賛
成
で
可
決
さ
れ
、

児
玉
議
員
の
発
言
停
止
処
分（
当
日
限
り
）

が
決
定
し
ま
し
た
。

児
玉
求
議
員
が
発
言
停
止
処
分
に
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6

月

定

例

会

一
般
質
問

対
談
︵
青
少
年
指
導
員
会
︶

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

議

会

あ

れ

こ

れ

6

月

定

例

会



答

平
松
町
長

岡
市
な
ど
は
課
税
免
除
で
す
。
県

内
で
は
半
々
の
印
象
で
す
。
事
業

者
の
多
く
は
小
規
模
の
経
営
で
す
。

課
税
免
除
は
経
営
を
助
け
、
売
上

増
に
な
れ
ば
他
の
税
収
増
に
つ
な

が
り
ま
す
。
ま
た
、
新
た
な
参
入

も
増
加
す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
産
業
の
発
展
に
資
す
る
と
思
い

ま
す
が
、
町
長
の
ご
見
解
を
伺
い

ま
す
。

1

田ノ上 真  議員

　
須
恵
町
は
、
自
動
車
販
売
店
が

店
頭
展
示
す
る
車
検
付
の
中
古
軽

自
動
車
に
課
税
し
て
い
ま
す
が
、

以
前
は
課
税
免
除
で
し
た
。
こ
れ

は
、
平
成
12

年
に
地
方
分
権
推
進

の
観
点
か
ら
課
税
は
市
町
村
の
判

断
で
行
う
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
で

課
税
に
な
っ
た
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
市
町
村
に

よ
っ
て
ば
ら
つ
き
が
あ
り
、
糟
屋

地
区
各
市
町
は
課
税
で
す
が
、
福

糟
屋
地
区
市
町
長
協
議
会
で
議
論

問

税

金

答弁中の平松町長

　
商
品
軽
自
動
車
に
つ
い
て
は
、

県
内
60

市
町
村
の
う
ち
、
課
税
が

35

市
町
村
、
課
税
免
除
が
25

市
町

で
、
そ
れ
ぞ
れ
地
域
性
が
あ
り
ま

す
。

　
町
内
に
は
、
確
認
が
取
れ
た
も

の
で
法
人
8

社
、
個
人
19

業
者
ほ

ど
が
あ
り
ま
す
。
法
人
に
つ
い
て

は
登
録
台
数
62

台
に
対
し
、
税
額

51

万
1
8
0
0
円
を
課
税
し
て
い

ま
す
が
、
社
用
車
・
商
用
車
の
区

別
は
不
明
で
す
。

　
ま
た
、
個
人
事
業
者
に
つ
い
て

は
、
全
国
軽
自
動
車
協
会
連
合
会

に
問
い
合
わ
せ
ま
し
た
が
、
登
録

台
数
は
把
握
で
き
て
い
な
い
と
の

こ
と
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
課
税

免
除
に
し
た
場
合
ど
の
く
ら
い
の

減
収
に
な
る
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
。

　
課
税
免
除
に
よ
り
、
町
内
で
新

規
に
法
人
が
設
立
さ
れ
た
り
、
住

民
の
方
が
新
た
に
事
業
を
始
め
た

り
す
る
こ
と
で
法
人
町
民
税
や
個

人
町
民
税
が
増
え
る
可
能
性
は
あ

り
ま
す
が
、
ま
だ
不
透
明
な
部
分

が
多
く
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
近
隣

町
と
の
不
均
衡
を
避
け
る
た
め
、

糟
屋
地
区
市
町
長
協
議
会
で
議
論

で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

○ 「問」については、議員が提出した要約文のとおり掲載しており、

編集は行っていません。

が 聞 きた い！
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6

月

定

例

会

一
般
質
問

対
談
︵
青
少
年
指
導
員
会
︶

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

議

会

あ

れ

こ

れ

一
般
質
問

　
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
各
区

の
区
長
や
地
域
の
方
々
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

か
ら
の
要
望
に
合
わ
せ
対
応
し
て

い
ま
す
。

　
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
や「
横
断
歩
道

あ
り
」な
ど
の
道
路
標
示
は
、
隣
接

者
お
よ
び
警
察
と
協
議
の
う
え
、

道
路
管
理
者
で
あ
る
町
で
対
応
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、

横
断
歩
道
や
停
止
線
、
ゾ
ー
ン
30

や
信
号
機
の
設
置
は
交
通
管
理
者

で
あ
る
警
察
で
な
い
と
で
き
ま
せ

ん
。

　
通
学
路
に
お
け
る
安
全
対
策
の

例
と
し
て
、
上
須
恵
区
で
は
一
部

区
間
に
時
間
帯
の
通
行
規
制
を
か

け
て
い
ま
す
。
近
隣
住
民
の
同
意

や
交
通
管
理
者
の
許
可
が
必
要
で

す
が
、
通
勤
や
通
学
時
間
帯
の
み

一
方
通
行
の
規
制
を
か
け
る
こ
と

に
よ
り
、
子
ど
も
が
巻
き
込
ま
れ

る
事
故
は
起
き
て
い
ま
せ
ん
。

　
安
全
対
策
を
す
る
に
あ
た
っ
て

答

平
松
町
長

あ
り
大
変
危
険
で
す
。

　
先
月
20

日
か
ら
５
日
間
、
第
三

小
学
校
の
通
学
路
と
な
っ
て
い
る

新
原
区
内
で
、
午
前
７
時
15

分
か

ら
15

分
毎
に
車
両
通
行
数
量
の
調

査
を
行
い
ま
し
た
。

　
通
学
路
の
安
全
確
保
に
つ
い
て
、

町
長
の
ご
見
解
を
お
伺
い
し
ま
す
。

は
、
地
元
の
方
々
の
意
見
も
さ
ま

ざ
ま
で
す
の
で
、
協
議
し
な
が
ら

進
め
て
行
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
今
後
も
、
子
ど
も
の
安
全
を
守

る
た
め
、
地
域
と
行
政
が
一
丸
と

な
っ
て
対
策
を
進
め
て
行
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
移
動
式
オ
ー
ビ
ス
の
活

用
を
含
め
た
各
種
取
り
締
ま
り
に

つ
い
て
、
警
察
へ
強
く
要
望
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
昨
今
、
各
地
で
自
動
車
事
故
に

よ
っ
て
児
童
あ
る
い
は
親
子
な
ど

の
痛
ま
し
い
出
来
事
が
起
こ
っ
て

お
り
ま
す
。
こ
の
須
恵
町
で
も
朝

の
通
学
時
間
帯
は
、
通
勤
を
含
め

町
内
外
か
ら
多
く
の
車
が
、
通
学

路
や
生
活
道
を
走
り
、
中
に
は
か

な
り
の
ス
ピ
ー
ド
で
通
り
抜
け
、

ま
た
、
児
童
が
横
断
歩
道
を
渡
ろ

う
と
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず

児
童
の
目
の
前
を
走
り
去
る
車
も

地
域
の
要
望
に
合
わ
せ
対
応

問

2

川口 満浩  議員

○ 一般質問とは、議員が町長など執行機関に対し、町の行財政全般に

ついて疑問点をただし、報告や説明を求めることです。

一/般/質/問 ここが 聞 

安

全

通学の様子（新原区昭元公園横）
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3町 政 を 問 う !

の
負
担
は
大
で
す
。

　
糟
屋
地
区
で
は
、
須
恵
町
以
外

の
１
市
６
町
で
外
部
委
託
さ
れ
て

い
ま
す
。
保
護
者
会
以
外
へ
の
委

託
に
つ
い
て
の
お
考
え
は
。

答

平
松
町
長

　
す
こ
や
か
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
に
は
、
第
一
学
童
保
育
所
と
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
務
局
が
入
っ
て
い
ま

す
。
今
後
は
、
全
館
を
学
童
保
育

所
と
し
て
活
用
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

事
務
局
は
、
校
長
に

諮は
か

り
、
当
分
の
間
、

第
一
小
学
校
内
の
空

き
教
室
を
整
備
し
て

活
用
し
て
も
ら
う
よ

う
に
考
え
て
い
ま
す
。

　
運
営
の
外
部
委
託

に
つ
い
て
は
、
今
の
と

こ
ろ
考
え
て
い
ま
せ

ん
。
須
恵
町
の
学
童
保

育
所
に
は
歴
史
が
あ

り「
子
育
て
の
第
一
義

的
責
任
は
保
護
者
に
あ
る
」
と
い
う

強
い
理
念
が
あ
り
ま
す
。
指
導
者
の

雇
用
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
町
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
な
ど
協
力
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
子
育
て
世
代
の
人
口
増
や
学
童

保
育
対
象
が
小
学
３
年
か
ら
６
年

に
拡
大
（
27

年
度
）
さ
れ
た
影
響
な

ど
で
、
今
年
度
第
一
小
学
校
の
学

童
保
育
入
所
の
待
機
児
童
は
27

名

と
な
っ
て
い
ま
す
。
施
設
の
増
築

等
の
対
応
に
つ
い
て
お
聞
き
い
た

し
ま
す
。

　
ま
た
、
保
護
者
会
が
運
営
主
体

で
は
、
指
導
者
の
雇
用
や
働
き
な

が
ら
の
学
童
の
運
営
な
ど
、
役
員

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
全
館
で
対
応

問

子

育

今村 桂子  議員

て

答弁中の平松町長

　
高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー
の
事
故
防

止
に
向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
、

運
転
免
許
を
自
主
的
に
返
納
し
た

75

歳
以
上
85

歳
以
下
の
高
齢
者
に
、

毎
年
度
４
万
円
相
当
の
タ
ク
シ
ー

IC

乗
車
券
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

今
年
４
月
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
周
知
の
徹
底
は
、
図
ら
れ

て
い
ま
す
か
。

　
IC

乗
車
券
が
大
手
の
タ
ク
シ
ー

会
社
し
か
使
え
な
い
と
の
声
を
耳

に
し
ま
し
た
が
、
返
納
者
の
反
応

は
い
か
が
で
す
か
。
ど
こ
の
タ
ク

シ
ー
で
も
利
用
で
き
る
よ
う
に
、

IC

環
境
が
整
う
ま
で
タ
ク
シ
ー
チ

ケ
ッ
ト
に
変
更
す
る
な
ど
の
お
考

え
は
。

答

平
松
町
長

　
６
月
１
日
現
在
で
29

名
の
免
許

証
返
納
者
に
IC

カ
ー
ド
（n

im
o
c
a

等
）
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
町
の

広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

周
知
し
好
評
で
す
。
福
岡
都
市
圏

で
は
約
２
万
台
の
IC

カ
ー
ド
対
応

の
車
両
が
走
っ
て
お
り
、
今
後
さ

ら
に
増
え
る
と
み
て
い
ま
す
。
乗

り
物
だ
け
で
な
く
買
い
物
な
ど
自

由
に
利
用
し
て
い
た
だ
き
、
免
許

返
納
の
後
押
し
に
な
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

問

自
由
に
利
用
で
き
好
評

生

活
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答

平
松
町
長

4 一/般/質/問 町 政 を

置
さ
れ
て
い
ま
す
。
通
学
路
や
地

域
の
皆
さ
ん
の
生
活
道
路
と
し
て

利
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ス
ピ
ー

ド
を
出
し
た
自
転
車
が
走
行
す
る

た
め
非
常
に
危
険
で
す
。

　
今
後
、
対
策
は
な
い
も
の
か
お

尋
ね
し
ま
す
。

　
須
恵
川
を
挟
む
道
路
と
し
て
須

恵
区
古
宮
橋
付
近
か
ら
左
岸
側

巡
原
広
場
カ
ル
バ
ー
ト
ま
で
約

２
０
０
ｍ
の
区
間
が
藪
に
な
っ
て

い
ま
す
。
以
前
は
地
域
で
草
刈
り

を
行
い
、
通
り
抜
け
で
き
ま
し
た

が
、
現
在
は
困
難
で
す
。
歩
行
で

き
る
よ
う
住
民
の
方
の
要
望
が
あ

り
ま
す
。

　
ま
た
、
反
対
の
右
岸
側
で
は
、

公
民
館
下
か
ら
張
出
し
歩
道
が
設

整
備
は
県
に
要
望
・
表
示
板
設
置
は
検
討

問

生

活

世利 孝志  議員

　
須
恵
川
は
、
多
々
良
川
の
支
流

で
二
級
河
川
に
指
定
さ
れ
、
福
岡

県
が
維
持
管
理
し
て
い
ま
す
。
河

川
法
の
も
と
、
河
川
の
管
理
道
路

扱
い
で
管
理
者
の
み
が
作
業
で
き

ま
す
。

　
河
川
敷
を
町
道
認
定
し
て
い
る

路
線
に
つ
い
て
は
、
町
が
定
期
的

に
草
刈
・
除
草
作
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
が
、
ご
指
摘
の
河
川
敷
に

つ
い
て
は
管
理
者
で
あ
る
福
岡
県

に
要
望
し
て
い
ま
す
。

　
次
に
、
歩
道
に
看
板
の
設
置
で

す
が
、
道
路
交
通
法
で
は
、
自
転

車
は
軽
車
両
に
あ
た
り
通
行
は
車

道
が
原
則
、
歩
道
は
例
外
と
な
っ

て
い
ま
す
。
須
恵
川
右
岸
側
の
張

り
出
し
歩
道
は
、
幅
員
２
ｍ
車
道

幅
員
5.8
ｍ
と
路
肩
が
な
く
、
や
む

を
得
ず
歩
道
を
通
行
し
て
い
る
状

況
で
す
。

　
現
在
、
張
り
出
し
歩
道
の
転
落

防
止
柵
に
仮
設
的
な
注
意
喚
起
の

印
刷
物
を
数
枚
貼
っ
て
い
ま
す

が
、
効
果
が
な
い
よ
う
で
あ
れ
ば

規
格
に
合
っ
た
表
示
板
を
路
肩
か

防
護
柵
を
利
用
し
、
適
当
な
位
置

に
設
置
す
る
よ
う
検
討
し
ま
す
。草で覆われた河川敷（巡原広場カルバート付近）
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5

３
８
９
世
帯
で
す
。

　
対
象
と
な
る
の
は
低
所
得
、
要

保
護
者
、
ホ
ー
ム
レ
ス
、
Ｄ
Ｖ
被

害
者
、
人
身
取
引
被
害
者
等
の
生

計
困
難
者
で
す
。
一
定
の
基
準
で

無
料
ま
た
は
低
額
な
料
金
に
な
り

ま
す
。

答

平
松
町
長

　
こ
の
事
業
は
、
社
会
福
祉
法
第

２
条
第
３
項
第
９
号「
生
活
困
窮
者

の
た
め
に
無
料
ま
た
は
低
額
料
金

で
病
気
の
診
療
を
行

う
事
業
」の
規
定
に
基

づ
き
、
経
済
的
な
理

由
に
よ
り
、
適
切
な

医
療
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
な
い
方
な
ど

に
対
し
診
療
を
行
う

も
の
で
、
医
療
機
関

が
独
自
に
行
う
事
業

で
す
。
ま
た
、
対
象

者
の
生
活
が
改
善
さ

れ
る
ま
で
の
一
時
的
な

　
み
な
さ
ん
は
、
保
険
証
が
な
く

て
も
診
て
く
れ
る
病
院
が
あ
る
事

を
知
っ
て
い
ま
す
か
。
お
金
が
な

く
、
保
険
証
が
な
く
て
も
ま
ず
命

を
救
う
医
療
に
つ
な
が
る
た
め
の

入
り
口
、
無
料
低
額
診
療
事
業
を

し
て
い
る
病
院
で
す
。

　
本
町
は
平
成
30

年
６
月
１
日

現
在
で
、
国
保
３
，
６
９
４
世

帯
、
高
す
ぎ
る
国
保
税
の
た
め
滞

納
４
９
５
世
帯
、
短
期
保
険
証

問

医

療

児玉 求  議員

一/般/質/問

どげんなっとうと？

医
療
機
関
の
独
自
事
業
で

　
糟
屋
郡
７
町
で
は
、
子
ど
も
医

療
費
助
成
を
入
院
費
は
中
学
３
年

生
ま
で
（
窓
口
負
担
あ
り
）
し
て
い

る
。
古
賀
市
は
入
院
費
を
18

歳
ま

で
（
窓
口
負
担
あ
り
）
し
、
平
成
28

年
10

月
１
日
よ
り
実
施
し
て
い
る
。

し
か
し
、
助
成
内
容
に
違
い
が
あ

り
、
ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も
等
し

い
医
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
国
の

制
度
創
設
が
急
が
れ
る
。

　
入
通
院
と
も
に
無
料
化
が
中
学

３
年
生
ま
で
と
い
う
自
治
体
が
全

国
の
９
割
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

糟
屋
地
区
市
町
長
協
議
会
、
粕
屋

医
師
会
等
で
協
議
さ
れ
、
ぜ
ひ
実

現
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

答

平
松
町
長

　
入
通
院
と
も
無
料
化
が
中
学
３

年
生
ま
で
と
い
う
自
治
体
が
全
国

の
９
割
と
い
う
の
は
、
段
階
的
に

公
費
助
成
を
し
て
い
る
市
町
村
数

で
あ
り
、
完
全
無
料
化
で
は
な
く
、

所
得
制
限
や
自
己
負
担
が
あ
る
と

こ
ろ
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
子
ど
も
の
医
療
費
に

つ
い
て
は
、
糟
屋
地
区
市
町
長
協

議
会
等
で
協
議
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

問 医

療
今
後
も
協
議

措
置
で
す
。

　
須
恵
町
で
は
、
生
活
困
窮
者
の

相
談
窓
口
と
し
て
、
社
会
福
祉
協

議
会
や
健
康
福
祉
課
で
様
々
な
社

会
保
障
制
度
に
基
づ
き
対
応
し
て

い
ま
す
。
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青
少
年
指
導
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会
）

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

議

会

あ
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こ

れ

町
長
報
告
　
平
松
秀
一 

町
長

教
育
行
政
報
告
　
安
河
内
文
彦 
教
育
長

こ
れ
か
ら
の
事
業

障
が
い
児
等
保
育
助
成
事
業

　
近
年
、
特
別
な
配
慮
や
支
援
を
必
要

と
す
る
子
ど
も
が
増
え
て
い
ま
す
。
町

内
ど
の
認
可
保
育
施
設
に
お
い
て
も
、

障
が
い
児
等
の
受
け
入
れ
に
対
す
る
補

助
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
早
急

に
実
施
要
綱
を
見
直
し
ま
す
。

　
そ
れ
に
よ
り
、
施
設
の
負
担
軽
減
を

図
り
、
受
け
入
れ
し
や
す
い
環
境
を
整

備
し
ま
す
。

町
立
認
定
こ
ど
も
園
等
民
営
化
検
討

　
民
営
化
に
つ
い
て
は
、
保
育
サ
ー
ビ

ス
の
拡
充
や
多
様
化
し
て
い
く
保
育

ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
こ
と
を
第
一
義
に

考
え
た
上
で
、
町
の
財
政
負
担
を
軽
減

す
る
施
策
と
し
て
捉
え
て
い
ま
す
。

　
早
急
に
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、
町

立
の
保
育
園
等
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
検
討
し
て
い
た

だ
き
、
民
営
化
に
つ
い
て
の
結
論
を
出

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

造
血
細
胞
移
植
後
の
任
意
接
種
費
用
助

成
制
度

　
白
血
病
等
の
血
液
の
が
ん
に
対
し
て

行
う
治
療
方
法
に
骨
髄
移
植
等
の
造
血

細
胞
移
植
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
治
療
を
受
け
た
場
合
、
以
前
に

受
け
た
予
防
接
種
の
免
疫
力
が
低
下
し

た
り
、
消
え
た
り
す
る
こ
と
か
ら
、
再

度
予
防
接
種
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
、

そ
の
た
め
の
接
種
費
用
の
助
成
で
す
。

福
岡
地
区
水
道
企
業
団
協
定
水
量
内
水

量
の
融
通

　
福
岡
地
区
水
道
企
業
団
の
構
成
団
体

で
あ
る
春
日
那
珂
川
水
道
企
業
団
で

は
、
原
水
の
不
足
を
補
う
た
め
、
同
じ

く
構
成
団
体
の
筑
紫
野
市
と
古
賀
市
よ

り
協
定
水
量
の
一
部
を
融
通
し
て
も

ら
っ
て
い
ま
し
た
が
、
少
雨
傾
向
に
よ

り
筑
紫
野
市
か
ら
の
融
通
が
困
難
と
な

り
ま
し
た
。
そ
こ
で
当
町
に
相
談
が
あ

り
、
可
能
な
限
り
協
力
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
協
定
契
約
で
は
、
当
町
が
水
が

必
要
に
な
っ
た
場
合
は
、
契
約
を
破
棄

で
き
る
と
い
う
内
容
と
な
っ
て
い
ま

す
。

平松 秀一  町長

有
能
な
駒
か
ら
賢
明
な
指
し
手

平
成
30
年
度
の
主
な
取
り
組
み

○ 「
つ
な
が
り
」
を
大
切
に
し
「
丁
寧
に

鍛
え
る
」
教
育
の
推
進

　
園
・
小
学
校
・
中
学
校
や
家
庭
と
地
域

な
ど
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
た
教
育

施
策
を
進
め
て
い
ま
す
。

〇
不
登
校
児
童
・
生
徒
へ
の
対
応

　
適
応
指
導
教
室
（
や
ま
も
も
ル
ー
ム
）

の
効
果
的
な
運
営
の
た
め
、
運
営
協
議

会
を
年
２
回
開
催
し
、
引
き
続
き
、
居

場
所
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

〇
学
力
向
上
の
取
り
組
み

　
学
力
向
上
検
証
委
員
会
で
、
小
・
中

別
に
教
科
ご
と
に
部
会
を
開
き
、
小
学

校
で
は
４
～
６
年
の
学
年
主
任
を
加

え
、
各
校
で
組
織
的
な
取
り
組
み
に
つ

な
げ
て
い
ま
す
。

令
和
元
年
度
の
教
育
施
策

　
決
ま
っ
た
こ
と
を
着
実
に
行
い
、
学

習
を
進
め
る
能
力
（
有
能
な
駒
）
に
加

え
、
自
ら
考
え
判
断
し
、
創
造
的
に
「
も

の
・
こ
と
・
ひ
と
」
を
活
用
し
て
主
体
的

に
学
習
を
進
め
て
い
く
能
力
（
賢
明
な

指
し
手
）
を
持
っ
た
人
の
育
成
を
目
指

し
ま
す
。

　
つ
ま
り
、
こ
れ
か
ら
の
多
難
な
時
代

を
生
き
抜
い
て
い
く
に
は
「
指
示
待
ち

で
は
な
く
、
創
意
工
夫
で
き
る
主
体
的

な
能
力
が
不
可
欠
」
と
考
え
ま
す
。

〇
学
力
向
上
に
む
け
て

　
町
の
支
援
員
や
保
護
者
の
協
力
を
得

な
が
ら
、
小
学
校
３
・
４
年
生
で
学
習

に
つ
い
て
い
け
な
い
児
童
に
対
し
、
放

課
後
な
ど
の
時
間
を
使
っ
て
月
に
２
回

補
充
学
習
を
進
め
る
計
画
で
す
。

〇
須
恵
高
校
と
の
連
携

　
本
年
４
月
に
、
須
恵
高
校
と
連
携
協

定
を
結
び
ま
し
た
。
高
校
生
が
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
関
わ
り
を
深
め
た

り
、
小
中
学
校
へ
の
補
充
学
習
や
行
事

に
参
加
す
る
こ
と
で
、
本
町
の
児
童
生

徒
の
成
長
を
図
る
と
と
も
に
、
高
校
生

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
意
識
の
高
揚
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

安河内 文彦  教育長

町
長
・
教
育
長
報
告



日頃からの親睦・

コミュニケーションが

防犯につながります。

『継続は力なり』

コツコツやってきた事が

抑止力になっています。

防犯上、町境は

特に注意しましょう。

（事件が多い）

合
ごう

屋
や

 悟
さとる

 さん（副会長） 合
ごう

屋
や

 重
しげ

信
のぶ

 さん 馬
ば

場
ば

 信
のぶ

昭
あき

 さん

松山 力弥 議員 田ノ上 真 議員

今村 桂子 議員 三⻆ 栄重 議員 稲永 辰己 議員 7月3日　役場会議室

地域の勇気と家庭の情熱
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一
般
質
問
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談
︵
青
少
年
指
導
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員
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ポ
ー
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議

会

あ

れ

こ

れ

対
談
︵
青
少
年
指
導
員
会
︶

夏休みの対策は?

夏休みにはどのような対策を取

られる予定ですか

青少指

夜間パトロールを強化します。

青少指

区と情報を共有し、連携を強めま

す。また、区独自でパトロールを実

施していただけるように協力を依

頼します。

すこやかな成長を
青少年の健全育成は、今日の社

会的課題であり、大人の責任で

す。青少年非行の原因はさまざ

まですが、これからも、ひたす

ら青少年健全へ向けて、日常の

非行防止実践活動に励むととも

に、地域一体となった青少指の

活動を議員もサポートしてまい

ります。ともに青少年のすこや

かな成長を目指しましょう。

誰でもできることは?

町民の皆さまにお知らせ、または

お願いはありますか？

青少指

情報があれば、区長を通してすぐに

流してください。昼間は青少指の目

が届かないので、住民みんなで見

守ってください。

青少指

登下校時には、家の中からでも良い

ので、窓を少し開けて見守りをお願

いします。我が子のような気持ちで

見守ってください。

みんな我が子と一緒！良い言葉で

すね。

特 集 議会×青少年指導員会 座談会

青少年の健全育成

青少指の声を聴きました
須恵町における青少年の健全な保護育成を図るための青少年指導員会。

指導員は各区より2名を区長が推薦し、町長から委嘱されます。

現在20歳から78歳までの46名（各区40名＋役員6名）が、校区ごとに3つの班に分かれて活動しています。

我が子のような思いで、

不幸な子どもを

なくしていきたい。

町民の皆さまからの

情報提供を

よろしくお願いします。

青少指の活動は

楽しいですよ。

一緒に活動しませんか。

井
い

ノ
の

口
くち

 龍
りゅうたろう

太郎 さん 河
かわ

津
づ

 和
かず

則
のり

 さん（副会長）
岸
きし

 源
げん

一
いち

郎
ろう

 さん（会長）

青少年をすこやかに育てる、
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青パトの効果は?

平成17年度から青色パトロール

カーが導入されていますが、反

応はいかがですか

青少指

最初に青パトが導入された時には、

車体の色が白・黒で、パトカーの赤

ランプが青ランプに変わったイメー

ジでした。パトロールすると、効果

は絶大だったと思います。

青少指

最近の青パトはリースのため、車体

の色は白で青ランプが付いているだ

けです。パトロールしてもあまり気

づいてもらえず、抑止力が違います。

青少指（全員）

ぜひ、白黒に戻してください。

最近の状況は?

何年ぐらい指導員をされていま

すか

青少指

私は、25年間活動しています。（会

長）

長年活動されて感じることは

青少指

以前は、暴走族が町内を走り回った

り、シンナーを吸っているなどパト

ロールも大変でした。現在は、見か

けなくなりました。須恵町の非行の

少なさに他の町からもビックリされ

ています。

頑張ってこられた成果がでてき

たんですね。努力が報われたん

ですね。

活動内容は?

どのような活動を行なっています

か

青少指

青少年への積極的な声かけ、夜間

パトロールの継続強化に取り組んで

います。

青少指

12月第1日曜日は、町内での違法ポ

スターはがし、高速カルバート等の

落書き消し（ペンキ塗り）などを行っ

ています。

成人式でもお見かけしますが

成人式での指導やお祭りなどでの

パトロールもしています。

成人式も最近は落ち着いていま

すよね。



委員会レポート

文 教 厚 生 委 員 会
所管　教育・住民・健康福祉に

　　　属する事項

川口委員 白水委員 今村委員
三⻆委員長 世利副委員長

児玉委員 藤野委員

　
文
教
厚
生
委
員
会
は
、
今
回

の
改
選
に
よ
り
、
３
人
の
新
人

を
加
え
た
７
人
で
、
新
た
な
体

制
を
組
み
ま
し
た
。

　
わ
が
委
員
会
は
、
主
に
福
祉
・

医
療
・
教
育
を
中
心
に
審
議
を

行
い
ま
す
が
、
少
子
高
齢
化
の

時
代
に
大
変
重
要
な
審
査
に
な

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
須
恵
町
は
全
国
有
数
の
長
寿

の
町
で
あ
り
な
が
ら
、
子
ど
も

の
多
さ
も
福
岡
県
で
上
位
に
い

ま
す
。
須
恵
町
も
色
々
な
政
策

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
各
世
代

が
生
き
生
き
と
暮
ら
す
町
づ
く

り
に
大
い
に
貢
献
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
各
委
員
が
見
識
を
高
め
、
町

政
と
住
民
を
繋
げ
な
が
ら
、
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
委
員
会
活
動

を
も
っ
て
町
民
の
期
待
に
応
え

ら
れ
る
よ
う
に
、
頑
張
っ
て
い

き
ま
す
。

  

委
員
長

　
三
⻆ 
栄
重

　
『
須
恵
第
一
ビ
ス
ケ
ッ
ト
ク

ラ
ブ
に
お
け
る
待
機
児
童
解
消

に
関
す
る
陳
情
』
が
５
月
28
日

に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
６
月
議

会
に
お
い
て
審
議
し
、
詳
し

く
調
査
す
る
必
要
が
あ
る
た

め
、
継
続
審
査
と
し
て
い
ま
し

た
。
６
月
27
日
に
第
一
学
童
保

育
所
・
第
一
小
学
校
（
わ
く
わ
く

ル
ー
ム
・
家
庭
科
室
）
の
視
察
を

行
い
、
陳
情
の
内
容
（
岩
崎
会

長
）
、
学
童
の
現
状
（
子
ど
も
教

育
課
）
に
つ
い
て
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。

6月27日（木）

第一学童保育所

第一学童保育所の

現状調査

安心安全な居場所を
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現
状
・

今
後
の
見
直
し

　
第
一
小
学
校
の
児
童
数
は

７
２
３
人
。
学
童
入
所
数
は
75

人
で
、
４
月
時
点
で
27
人
の
待

機
児
童
が
い
ま
す
。
第
一
小

学
校
区
の
保
育
所
入
所（
５
歳

児
）
は
44
人
で
、
４
歳
児
は
53
人
、

来
年
度
・
再
来
年
度
に
は
、
そ
の

ほ
と
ん
ど
の
園
児
が
学
童
に
入

所
を
希
望
す
る
と
予
想
さ
れ
ま

す
。

　
ま
た
、
近
年
第
一
小
学
校
区

は
、
急
速
な
宅
地
開
発
が
進
ん

で
お
り
、
今
後
も
待
機
が
増
え

る
と
予
測
さ
れ
ま
す
。

学
校
施
設
の

活
用
は

　
待
機
児
童
解
消
に
向
け
、
行

政
は「
学
校
内
の
利
用
で
き
る

教
室
等（
家
庭
科
室
・
わ
く
わ
く

ル
ー
ム
）を
併
用
し
な
が
ら
運
営

を
お
願
い
し
た
い
」と
考
え
て
い

る
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
利
用

可
能
な
２
か
所
は
、

❶
調
理
室

◦ 

調
理
台
６
台
が
固
定
さ
れ
、

移
動
で
き
な
い
。

◦ 

テ
ー
ブ
ル
の
角
な
ど
、
走
り

回
る
子
ど
も
た
ち
に
は
危
な

い
。

◦ 

ガ
ス
・
包
丁
な
ど
の
器
具
、
食

器
が
多
い
。

◦ 

危
険
な
物
が
多
く
、
ケ
ガ
が

心
配
で
安
心
で
き
な
い
な
ど

保
育
所
と
し
て
は
現
実
的
で

は
な
い
。

❷
わ
く
わ
く
ル
ー
ム

◦ 

授
業
や
補
習
な
ど
が
あ
り
、

４
時
以
降
で
な
い
と
使
用
で

き
な
い
事
が
あ
る
。

◦ 

低
学
年
は
３
時
に
は
帰
っ
て

く
る
の
で
、
日
々
保
育
場
所

が
変
わ
る
と
混
乱
す
る（
子
ど

も
・
指
導
員
）

◦ 

日
常
的
に
使
用
で
き
な
い
た

め
、
安
定
し
な
い
。

①
②
は
、
以
上
の
理
由
で
保
育

に
は
向
か
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

待
機
児
童
の

解
消
に
向
け
て

　
保
育
所
視
察
の
時
間
帯
が
、

低
学
年
の
下
校
時
刻
と
重
な
っ

た
の
で
、「
た
だ
い
ま
ー
」と
ホ
ッ

と
し
た
顔
で
帰
っ
て
く
る
子
ど

も
た
ち
に
、「
お
か
え
り
ー
」と
声

を
か
け
る
指
導
員
さ
ん
た
ち
の

姿
を
見
て
、
こ
の
子
た
ち
に
と
っ

て
、
こ
の
場
所
が
安
心
で
き
る

第
２
の
我
が
家
な
ん
だ
と
感
じ

ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
の
健
全
な
育

成
、
安
心
安
全
な
居
場
所
づ
く

り
、
保
護
者
の
就
労
支
援
の
た

め
、
早
急
な
待
機
児
童
解
消
の

た
め
の
対
策
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

学童に利用するには危険な調理室
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委員会レポート

総務建設産業委員会
所管　総務・まちづくり・税務・都市整備・

　　　地域振興・上下水道に属する事項/

　　　その他の委員会に属しない事項

稲永委員 田原委員
田ノ上委員長 三上副委員長

猪谷委員 男澤委員

　
総
務
建
設
産
業
委
員
会
は
、

今
回
２
名
の
新
人
を
加
え
た

６
名
で
新
体
制
を
組
み
ま
し

た
。
わ
が
委
員
会
は
、
所
管
の

項
に
あ
る
よ
う
に
大
変
幅
広
い

職
務
の
委
員
会
で
す
。
財
政
に

始
ま
り
、
生
活
の
基
盤
で
あ
る

水
、
町
民
の
生
命
を
守
る
防
災

か
ら
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
町

に
活
力
を
興お

こ

す
産
業
の
振
興
、

様
々
な
企
画
・
制
度
作
り
ま
で
、

大
変
重
要
と
な
る
議
案
等
を
審

査
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
須
恵
町
は
、
こ
の
時
代
に

あ
っ
て
人
口
が
増
加
し
て
い

る
、
未
来
あ
る
町
・
魅
力
あ
る

町
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
今

後
の
課
題
は
山
積
み
し
て
お

り
、
し
っ
か
り
と
し
た
舵
取
り

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
総
務
建
設
産
業
委
員
会
の
各

委
員
が
、
見
識
を
高
め
、
誠
実

に
職
務
に
励
む
委
員
会
活
動
を

も
っ
て
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
期

待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
頑
張
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

  

委
員
長

　
田
ノ
上 

真
　

　
６
月
２
日
（
日
）
の
消
防
操
法

大
会
に
向
け
て
練
習
に
励
む
須

恵
町
消
防
団
を
激
励
に
行
き
ま

し
た
。
当
委
員
会
で
恒
例
の
行

事
で
す
が
、
こ
の
日
は
残
念
な

が
ら
雨
天
で
、
出
動
し
た
分
団

は
少
な
か
っ
た
で
す
。
し
か
し
、

大
会
を
２
週
間
後
に
ひ
か
え
、

気
合
の
入
っ
た
練
習
に
須
恵
町

民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
消
防

団
の
心
意
気
を
感
じ
ま
し
た
。

　
今
年
は
少
雨
で
24
年
ぶ
り
に

水
を
使
わ
な
い
カ
ラ
操
法
で
行

い
ま
す
。
昔
は
、
だ
い
た
い
カ

ラ
操
法
だ
っ
た
と
聞
き
ま
し

た
。

　
先
輩
方
が
築
い
た
伝
統
を
偲し

の

ぶ
の
も
い
い
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

　
本
年
の
大
会
は
、
町
大
会
ま

で
で
す
が
、
来
年
は
、
勝
ち
上

が
れ
ば
全
国
大
会
も
臨
め
ま

す
。
大
い
に
実
力
を
発
揮
し
、

皆
の
思
い
と
努
力
が
結
実
す
る

こ
と
を
願
い
ま
す
。

5月20日（月）

須恵中テニスコート

須恵町消防団を激励

14須恵町議会だより№212　令和元年 8月 5日発行

6

月

定

例

会

一
般
質
問

対
談
︵
青
少
年
指
導
員
会
︶

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

議

会

あ

れ

こ

れ

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

　6月2日（日）、第59回須恵町消防

ポンプ操法大会が開催されました。

　消防団員の気迫あふれる姿に、町

の防災を担う組織として、安心を

感じるものでした。

　今回は、改元後初めての大会で

したが、いつもと違う大会となり

ました。

　それは、消防に欠かすことがで

きない「水」を使用しなかったこと

です。

　放水しない操法大会は、平成６

年の大会以降、24年ぶりで、水を

汲み上げるポンプの音、標的を倒

すため放たれる水のしぶきなども

なく、なにかしら寂しさも感じる

ものでした。

　しかし、これには理由があります。　

福岡県内においても降水量の減少

により、ダムの貯水率低下、水不

足への警戒が高まっています。

　須恵町においても同様で、特に

農業用水には顕著に表れ、田へ水

を引くことも待たれている現状が

ありました。

　そのような状況のなか、伝統ある

消防操法大会であっても、水を使用

しない事を決めた、消防団の配慮

ある決断に敬意を表するものです。

　須恵町でもダムの貯水率は低下

しています。

　一見４、５月の降水量の影響を感

じますが、昨年度と比較すると、実

は降水量の減少はありません。

　ここには、１年間を通した降水量

の減少に要因があるようです。

　町民全員が、さまざまな環境変

化の中、不測の事態は起こりうる

ということを考えておくことが必

要です。

　町民の安全を守る消防団員の日

頃の活動に深く感謝し、更なる活

躍を願います。

松山 力弥  議長

議長通信

24年ぶりに

　

荻
おぎ

　雅
まさはる

晴氏（新原区・64歳）

任期満了に伴い再任

任期　令和元年8月1日～令和4年7月31日

任期　令和元年7月12日～令和5年7月11日

人事案件の審議結果

選挙管理委員会委員・補充員を選出

須恵町固定資産評価審査委員会委員の選任

任期満了に伴い、指名推選により選挙管理委員会委員及び補充員を選出しました。

全員賛成

同意同意

選挙管理委員会委員

南
みなみざと

里　國
くにひで

秀氏 （昭 穂 区 ・ 70歳）

百
もも

田
た

　忠
ただかず

一氏 （佐 谷 区 ・ 68歳）

大
おお

場
ば

　　仁
ひとし

氏 （甲植木区 ・ 70歳）

末
すえなが

永　則
のりあき

明氏 （西 原 区 ・ 69歳）

補充員

荻
おぎ

　　晴
はる

美
み

氏 （新 原 区 ・ 65歳）

今
いまいずみ

泉　洋
ひろゆき

行氏 （甲植木区 ・ 71歳）

黒
くろいわ

岩　政
まさのぶ

信氏 （西 原 区 ・ 62歳）

稲
いななが

永　朱
あけ

美
み

氏 （乙植木区 ・ 61歳）

次の定例議会は

９月３日からの予定です。

本会議は一般に公開されており、

簡単な手続きで傍聴することが

できます。傍聴を希望される方

は、本会議当日に役場４階議会

事務局の窓口にお越しください。

（予約不要）

議会を

生でみて

みよう！

ホームページで本会議の

会議録を公開しています。

平成23年以降の

会議録を掲載しています。

ぜひご覧ください。

　須恵町議会　須恵町議会　須恵町議会 検索検索検索
議

会

あ

れ

こ

れ
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